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研究成果の概要（和文）：　分子生物学的手法を用いた悪性唾液腺腫瘍への新たな診断法の開発として、腫瘍の
検体採取は可能であったが、分子生物学的手法を自施設で行うことは困難であり、外部委託での方法も検討した
が困難であったため、それ以降の研究遂行は行っていない。
　今回の研究期間内に唾液腺腫瘍の診断方法に関する付随研究として、顎下腺腫瘍における迅速病理診断の有用
性について調査した。穿刺吸引細胞診の結果が多形腺腫以外の症例において、良悪性の鑑別に迅速病理診断がよ
り有用となる可能性があることが分かった。
海外でもこの研究の報告はほぼなく、その研究成果を海外雑誌に論文報告することができた。

研究成果の概要（英文）：Background: Few studies have focused on its diagnostic accuracy of frozen 
section biopsy (FSB) for submandibular gland tumors.Objectives: This study aimed to investigate the 
necessity of FSB with regard to its diagnostic accuracy for submandibular gland tumors (SGTs).
Materials and methods: About 42 SGT patients underwent both fine-needle aspiration cytology(FNAC) 
and FSB between 2005 and 2020. The results of FNAC and FSB were analyzed and compared with the final
 histological diagnoses.Results: The respective sensitivity and specificity in detecting malignant 
tumors in 38 cases, excluding the four indeterminate FNAC cases, they were 0 and 97% for FNAC, and 
100 and 97% for FSB.Conclusions and significance: FSB may be useful for malignancy detection as a 
final histological diagnosis in cases that are diagnosed as benign or indeterminate by FNAC in SGT
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　一般的に唾液腺腫瘍に対する精度の高い良悪性鑑別は困難であり、2018年版の頭頸部診療ガイドラインでも唾
液腺癌の術前細胞診における悪性診断の感度は60-75%程度にとどまり限界がある。
　今回の付随研究では、唾液腺腫瘍の一つである顎下腺腫瘍に関し、細胞診の結果が多形腺腫以外の症例におい
て、良悪性の鑑別に迅速病理診断がより有用となる可能性があることが分かった。この結果は、顎下腺腫瘍にお
いて手術中の迅速病理診断を行うべき症例の選択するのに役立つものになると考えられる。より効率的な診療や
医療費の削減にも貢献するものと判断され社会的にも意義がある研究成果といえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 
 唾液腺癌は、組織型が多彩であり発生頻度も少ないため、その診断及び治療には難渋する。 

一般的に唾液腺腫瘍に対する精度の高い良悪性鑑別は困難であり、2018 年版の頭頸部癌診療ガ

イドラインでも唾液腺癌の術前細胞診における悪性診断の感度は 60-75％程度にとどまり、限界

があるといえる。 

一方、癌細胞において活性が高いとされるテロメラーゼは、逆転写酵素を含む酵素複合体であ

り、良悪性の鑑別のためのマーカーとしての可能性を有し、唾液腺腫瘍の悪性診断においてもそ

の有用性が期待できる。 
 
２．研究の目的 

 
 本研究は、穿刺吸引細胞診検体での(1) テロメラーゼ活性、(2) hTERT の免疫染色、(3) hTERT

プロモーターのメチル化に基づいて唾液腺悪性腫瘍を術前に鑑別するための新たな診断ツール

を開発することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
  

 唾液腺腫瘍の細胞診及び摘出標本における永久病理診断の結果のデータを収集する。あわ

せてそれらの症例の FNAC 検体を用いて、テロメラーゼ活性、hTERT の免疫染色、hTERT プロ

モーターのメチル化について調べる。 

 FNAC検体の半量をテロメラーゼ活性およびhTERTプロモーターのメチル化の解析に使用し、

他の半量は液状細胞診保存液に保存し細胞診に加え、セルブロックを作成しhTERTの免疫染色

を行う。テロメラーゼ活性の測定は基本的にはKimらのTRAP法に従うが、電気泳動を用いた測

定法ではラダーの伸長とバンドの濃淡により検出するため定量性を欠くことも指摘されており、

定量性に優れた測定キットの利用も検討する。陽性コントロールには講座で保有している数種

のヒト癌由来の培養細胞を用いる。 

 

 

 
 



４．研究成果 
 

 学内の倫理委員会の承諾を得た研究計画書を用いて、患者様の了承を得て、唾液腺腫瘍の手術

時の検体採取を研究期間内に継続して行った。 

その結果、テロメラーゼ活性測定用の細胞診の検体及び組織検体を合計 22 人の患者さんから得

ることが可能であった。PCR 検査などによる、実際に検体を使用してのテロメラーゼ活性の測定

に関しては、自施設では実行困難であったため、外部委託での方法も検討したが、同様に困難で

あったため、それ以降の研究遂行は行っていない。 

今回の研究期間内に、唾液腺腫瘍の診断方法に関する付随研究として、唾液腺腫瘍の一部であ

る顎下腺腫瘍における迅速病理診断の有用性について調査した。海外においてもこの研究の報

告はほとんどなく、その成果を海外雑誌に論文報告することは可能であった。 

また、研究最終年度である 2022 年度に付随研究の成果を国内で学会発表も行った。 
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